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講演 

 

演 題  

「地理歴史科・公民科のアクティヴ・ラーニング －教室に社会を， 教

室を社会に－」 

広島大学大学院教育学研究科教授 池野範男 先生 

 

０ 問題の所在 

 この講演のねらいは，中等社会系教育の授業改革をどのようにしてきたのか，仮説的に設定し，その

動向の方向性を確認した上で，21 世紀に入った近年の傾向を，アクティヴ・ラーニングの要素から検討

し，現行の達成状況の特質を把握することである。 

  どこまできているのか。結論としては，社会科の理念，Social Studies（「社会の学習」，「社会の

研究」）の方に行こうとしている。 それを行うことによって学習者の活動を保証しようとしている。そ

れを生徒が獲得している。ただ学習結果の表出とか達成評価と言われるとなかなか難しい。それがルー

ブリックになっている。学習者中心になるからよけいにしないといけないという形になっている 

１ 中等社会系教育の変革に関する仮説  

２ 中等社会系教育の現状と課題  

３ 地理歴史科・公民科教育の改革  

 ３．１ 改革（１）事実や知識の学びから，学びの学習へ  

 ３．２ 改革（２－１）AP 教育，IB 教育  

 ３．３ 改革（２－２）シティズンシップ教育としての地理，歴史，公民の教育  

４ 学びの質からの改革動向の検討  

５ 結論 

 現在の状況は，社会科のなかで教室に社会を持ち込んで，社会科がもっていた Social Studies
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今までははっきり言って地理や歴史は放棄してきた。特に歴史は，である。古代を教えるときに，藤原

道長を教えるときに，公民的資質とか全く考えてこなかったが，どうするのか。こういうことを考えて

ほしい。 

 


